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「いっぽいっぽ山田」訪問記 

水沢聖書バプテスト教会 若井 和生 
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同盟基督教団、合同教会、カベナントチーム、ユニオンチャーチ、長野チーム、IBF、 

チャペル･オブ・アドレーション、前橋キリスト教会、シンガポールチーム、JECA西日本、 

こひつじキリスト教会、宮古コミュニティ・チャーチ、盛岡聖書バプテスト教会、 

盛岡みなみ教会、北上聖書バプテスト教会、水沢聖書バプテスト教会 

 （その他、個人としてチームに合流し、支援活動にあたって下さった方々が多くおられます。） 

一一一一つつつつ一一一一つのごつのごつのごつのご奉仕奉仕奉仕奉仕、、、、ごごごご支援支援支援支援にににに、、、、心心心心からからからから感謝致感謝致感謝致感謝致しますしますしますします。。。。    

何何何何

 

 

リーダーズリーダーズリーダーズリーダーズ・・・・フォフォフォフォーラムーラムーラムーラムをををを開催開催開催開催    

 ６月３～４日、盛岡グランドホテルを会場に、リーダーズ・

フォーラムが開催されました。震災後２年間、岩手各地で

なされてきた支援と宣教の働きを振り返り、現状を確認し、

今後の展望を神学的に考察するための機会です。そのた

めに聖書宣教会から津村俊夫先生、東京聖書学院から錦

織寛先生をお迎えしました。 

 津村先生からはカナンの宗教世界について教えられ、そ

の中で語られた預言者ホセアやアモスのメッセージにとも

に耳を傾けました。錦織先生からは宣教が祈りにおける戦

いであることを、みことばを通して教えられました。東北に

おける宣教の戦いは、旧約時代の戦いに通じていることを

教えられ、一同、みことばによって大いに励まされました。 

 その後、宣教の様々なテーマについて話し合いましが、

その内容は支援と宣教の関係、宣教協力のあり方、被災

地における教会形成、異教世界との関わり、放射能問題、

スタッフとその家族のケア等、多種に及びます。今後につ

ながるよきアイディアも分かち合われました。このようなフ

ォーラムを今後とも継続し、みことばと祈りを基盤とした宣

教を、今後とも目指していきたいと思っています。 

 

マートンマートンマートンマートン選手選手選手選手のおのおのおのお米米米米プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトがががが始動始動始動始動    

 プロ野球・阪神タイガースのマット・マートン選手はクリス

チャンの野球選手として有名です。震災後も野球教室の

開催などを通して被災地の支援に関って下さいました。６

月15日、マートン選手はプロ野球交流戦の合間をぬって、

岩手を訪問。タイガースが勝つ度に、お米 50 キロを 3.11

いわて教会ネットワークを通して、被災地の方々に寄付し

て下さることになりました。この「希望のお米プロジェクト」

がいよいよ始動します。がんばれ、今年のタイガース！ 


